
【1-1】グループ１（馬場、金井、七種、野島、直井、渡辺） 意見一覧

＜ステップ①＞１０年後の日野の農業

・農家さんのモチベーションアップ
・儲かる農業
・経営（産業）として成り立つこと
・日野らしさ
・多様な経営スタイル
・市の農業への手厚い支援
・集約的な農業
・トマト、梨、ぶどうなどの日野の特産物が続いてる

・あちこちの畑で交流がある
・誰もが身近に感じられる農業
・市民の農業への理解
・農業者が中心となり市民がともに支える農業
・地域に根差した農業
・農家さんと市民が知り合いに
・気軽に参加できる農業
・防災（市民を守れる場所）
・防災協力井戸など
・農地の多面的な機能の周知

・毎日日野の野菜が食卓に
・持続可能な農業
・すべての農地が輝いている
・体にやさしい農作物
・地域内循環、流通
・学校給食や食育などの学校とのつながり

＜ステップ②＞１０年後の日野の農業を実現するために必要なこと

日野らしい
農業経営

・付加価値
・「美味しい」の声を届ける→モチベアップ
・23区をターゲットにもうける
・露地でも儲かること
・環境負荷の少ない農業の推進
・省力化
・農業「しんどい」イメージ脱却！！
・有償ボランティア制度を作る（補助金）
・都、市の補助制度
・魅力的な直売所
・売り上げをあげるほどごほうびがある
・経費を抑えた農業（旬、有機などにも）

市民と
つながる農業

・団体での受け入れ
・体験農園などを開催し、市民が農業を身近に感じてほしい。農業者と市民との交流を増やす
・農業を支えるコンシェルジュ的な役割・人が必要
・農家に負担の少ない交流
・消費者を育てる
・全校で農業を授業に
・SNSの発信（PR）
・農業体験者を増やす（都市農業の強みを活かす）
・担い手の確保（親元・農外）
・プロ農作業員
・スマート農業技術の導入、活用
・生産量の確保と強化

持続的な
地域循環

・モデル地域を作る
・市内の事業者同士のつながり、連携
・経済循環
・学校給食への地場産農産物の安定的な納入体制
・農家同士の助け合い
・地域資源の“もったいない”をなくす
・多摩動物園との連携



【1-2】グループ２（籏野、梅村、齊藤、鎌田、吾郷、山口） 意見一覧

＜ステップ①＞１０年後の日野の農業

・市民が触れ合える場所
・老若男女色んな人が参加している（特に若い人！）
・特産物を残す、トマトやブルーベリー

・日野の農産物、食べ物を求めて市外からたくさんの人が
来る
・日野産野菜がどこでも買える
・町中で市内のおいしいものが食べられる。お店やイベン
トで
・色んな商品、加工品、食べ物

・学校給食
・給食に野菜が出せる農業
・日野の子どもは日野の野菜育ち

・楽にできる農業
・農業がなりたい職業に
・子どもたちが憧れるような職業に農業がなる
・生産技術、経営力の高い農家がたくさん
・収入が安定している
・稼げるイメージがつく、実際そうなる
・若い人が農業に興味を持ってほしい
・女性が輝いているまち

・農地の減少を最小限に
・土地持ってるけど農業はやりたくない、できない人⇔農
業頑張りたい人 マッチング

・美しい農地、美しい水路、四季折々の風景
・田園風景
・日野といえば「農あるまち」と言われる

＜ステップ②＞１０年後の日野の農業を実現するために必要なこと

●市民
●商業との連携
●地産地消
●物流

・農イベント、農ウォーク（歴史と関連付ける）
・料理教室や農の学校の発信を今後も続ける
・市外へのPR SNS
・ヒット商品の誕生
・応援団の育成（発掘）
・農業ランド、農業センターのような観光地
・「日野農業」のブランド化
・飲食店統一メニュー
・農産物の価格を上げる
・農産物の市内流通を一本化
・もっとたくさん野菜（農産物）が必要

●教育
●子ども
●学校給食

・小中学校の授業で農業に触れる
・小さい頃からの農業教育
・農業教育。小中はもちろん高大も

●憧れる農業
●女性の活躍

・失敗のない栽培技術
・スマート農業を導入させる
・環境にも先進的な農業
・たくさんの人、多様な人が農業を始める仕組み、きっかけ
・機械化の推進
・省力化
・農家を減少させない
・新規獲得、日野市版農業アカデミー
・女性への就労、開業、独立支援
・梅村さんを追いかけろ！（起業）

●農地 ・農地の貸借の推進
・面積が確保できている



日野らしい農業経営

• 農業者支援

• 儲かる農業

• 若手、女性農業者

• 新規就農者

• 省力化、機械化

• ブランド化

• PR

市民とつながる農業

• 体験農園

• 食育（小中高大）

• 学校給食

• 援農ボランティア

• 日野の農業応援団

• 防災

• PR

持続的な地域循環

• 地産地消

• 事業者連携

• 物流システムの構築

• 農地保全

• 用水管理

• 堆肥利用

【２】2グループの意見を基に、３本の柱まとめ


